
35 

 

第５章 南阿蘇村における文化財の保存と活用の基本理念・方向性 

 本村の総合計画の施策では「 と も に学び育て合う 未来の人づく り 」 を 掲げており 、 村の目指すべき 姿

と し て、「 文化財が適切に保存さ れるこ と 」、「 地域の文化財に興味を 持つ人が増える こ と 」、「 文化財が

地域資源と し て活用さ れるこ と 」 を目標と し ています。  

 また、 本村の景観計画を はじ めと する関連計画では、 文化財の観光資源と し ての活用について記載が

あり ます。 し かし 、 現状では南阿蘇村において、 文化財の観光的な利用はほと んど行われていません。

こ れは村民に対し て文化財の周知啓発が不足し ているこ と や、 本村の文化財の性質上、 小規模な文化財

が集落各所に点在し ており 周遊し にく いこ と が原因と 考えら れます。 そのため、 本村の特性に合わせた

文化財の啓発及びそれら 資源を 活用し た巡検やフ ッ ト パスなど教育や観光での利用が文化財の保存・ 活

用につながると 考えら れます。  

 本村では第３ 章で述べた南阿蘇村の歴史文化の特性を 生かし 、 文化財の保存と 活用を 進めるため、 次

のと おり 基本理念を定めます。  

  

 
 
 村内にある様々な文化財を 知るこ と で、 本村特有の歴史文化、 産業等を再発見し 、 ただのいなかでは

ないこ と を知っ ても ら う と いう 思いを 込め、 本村の PRでよく 利用さ れるフ レ ーズである「 ただのいな

かじ ゃ ーなかよ」 と いう 言葉を 基本理念の冒頭に採用し まし た。  

 こ の理念を 達成するために副題の項目毎に方向性を 示す文言を添えて記載し まし た。  

  
【 方向性①】 守り 、 つなげる 

南阿蘇村の主要な産業である農業に伴う 水路や草原などは、 村を象徴する景観を形成する大切な要素

です。 また、 現在も 地域ごと に続けら れている祭り など、 暮ら し に根付いた風俗慣習、 民俗芸能が地元

住民によっ て守り 続けら れています。 こ れら の景観や地域の文化財を 調査するこ と により 文化財の価値

づけを行い、 地域や行政で連携し て守り 、 未来へ確実に繋げます。  

 

【 方向性②】 活かし 、 ひろ げる 

南阿蘇村には、 阿蘇神話を はじ め、 様々な神話や民話、 各地に残る 祠や寺社と いっ た文化財や、 かつ

ての生業や生活を 伝える道具など多様な民俗資料が残さ れています。 こ れら を 村内外の多く の方に見

て、 知っ て感じ ても ら う 機会などを作るこ と により 、 更に理解を深めるこ と や、 実際に活用するこ と

で、 現在を捉え将来を 展望し 、 文化財の価値を 広げていき ます。  
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【 方向性③】 共に、 かかわる 

文化財を 守り 、 また活用し ていく ためには、 行政だけでなく 多く の人々がそれぞれの立場で文化財と

関わっ ていく こ と が必要です。 村民や関連団体、 国・ 県等と 連携し 、 文化財に関わる人や支える人を 増や

し ます。  
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図 5-1 南阿蘇村文化財保存活用地域計画 基本理念・方向性概念図 

  


